
第74回一般質問一覧表 
２.６.29 

順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

１ 村岡栄紀 就学前教育

の質の向上

の進捗とコ

ロナ禍の影

響は 

①本年度の入園状況等において、昨年10月

より実施された３歳児以上の保育料無償

化の影響は出ているのか。 

部長 

②本年度、初めて待機児童が発生している

と聞くが、その現状は。 

③希望する園に入園できずに自宅で待機し

ている保留児童が相当数いると聞くが、

その現状は。 

④西脇市就学前教育・保育の推進に関する 

基本方針に基づくのならば、保留児童は 

明らかに隠れ待機児童になると考えるが、 

また、待機、保留児童に対する具体的対

策は。 

⑤本年10月にしばざくら幼稚園の３歳児の

募集が停止になり、来年10月に４歳児、

そして再来年10月に５歳児の募集が停止

になる予定だが、今でさえ待機児童や保

留児童が発生しているのに、こども園等

の受け入れ態勢に問題はないのか。 

⑥幼保一元化に向けた現時点での取組、カ

リキュラム等の進捗状況、実際に子ども

の姿があるしばざくら幼稚園での現場研

修の成果等は。 

⑦しばざくら幼稚園を３年保育にしてから

の、数年間の検証はどこまでできている

のか。 

⑧少子化であっても保育料無償化がスター

トし、ニーズも変化し、明らかに待機児

童や保留児童が本市でも増加しており、

就職フェアにおいても保育教諭等の確保

が難しく、日々の研修時間の確保も厳し

い中で、想定外の新型コロナウイルスの

問題まで起きている。そのような状況下

で幼保一元化に向けて予定通りのカリキ

ュラムの消化、習得や十分な時間をかけ

た研修実施ができるのか。 

 

 

 

 



順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

   ⑨幼保一元化への完全な移行に向け、幼児

教育センター等と共同で懸命に努められ

ているが、これまでの取組状況や進捗な

どを通じて、また、突然襲い掛かったコ

ロナ禍なども踏まえて、教育長として、

幼稚園教育の子ども園への移行状況、就

学前教育の質の向上を今現在どう評価し

ているのか。 

教育長 

⑩現時点でウィズコロナの令和５年３月31

日（しばざくら幼稚園の閉園予定日）を

先取りして、どの園にも幼稚園教育が十

分に浸透し、他市よりも優れたレベルに

達すると考えているのか。そして、そう

であるならそれに対する根拠を、またそ

うでないのなら募集停止延期や閉園延期

等の柔軟な対応をすべきだと考えるが。 

⑪「こどもの笑顔をはぐくむ条例」の制定

や副食費の無償化など、さまざまな子育

て施策を通じて、どこよりも子育てしや

すいまちを目指している市長として、

「少子化に伴う幼保一元化の早期実現と

幼稚園教育の質の完全移行」に対する考

えは。 

市長 

２ 東野敏弘 緊急事態宣

言解除後の

西 脇 市 の

小・中学校

教育のあり

方について 

小・中学校再開後の児童・生徒の授業態度

や生活態度等について問う。 

（約３カ月間の休校を経て、６月１日より

市内の小・中学校が再開された。再開後

半月が経つが、児童・生徒の様子、学校

生活の現状を問う。） 

部長 

小・中学校が休業した約３カ月間、学校か

らの児童・生徒への対応について問う。 

（３カ月間の休校中、児童・生徒の学力保

障のために学校として児童・生徒へ対応

してきたこと、取り組んできたこと、今

後の課題だと思われること等を問う。３

カ月間の対応を検証することにより、第

２波への対応を考えるべきだと考える。

あわせて、オンライン授業の準備状況に

ついても問う。） 

 

 



順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

   ３カ月間の学校休業中の学習の遅れを、ど

のような授業計画で取り戻そうとしている

のかを問う。 

（３～５月の３カ月間の学校休業を受け、

児童生徒の学ぶべき学習が遅れてきてい

る。その遅れをどのようにして取り戻す

のか。昼休みの短縮や７時間授業を行う

予定だと聞くが、ただ授業時間を確保し

授業を行ったという実績づくりにならな

いか。詰め込みによる児童・生徒の学校

嫌いをつくることにならないか。） 

教育長 

部長 

学校行事の精選とともに、児童・生徒が楽

しみにしている学校行事の確保について問

う。 

（授業時間の確保のため、学校行事の規模

縮小や精選して行うことは必要なことで

ある。一方で、児童・生徒が楽しみにし

ている学校行事を行うことも、大切な教

育活動であると考える。 

学校行事は各学校で計画されることでは

あるが、教育委員会の見解を問う。例え

ば、運動会・体育祭、音楽会・文化祭、

マラソン大会、部活動の市内大会などに

ついて。） 

授業時間の確保・学校行事のための時間確

保のために土曜日登校を検討すべきと考え

るが、教育長の見解を問う。 

（授業時間の確保・学校行事のための時間

確保のために土曜日登校が必要だと考え

る。教職員の勤務時間や人員の確保等、

解決すべき課題が多いが、今後の西脇市

の教育を考えると、検討すべき大切な課

題だと考える。） 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

   真夏の学校登校に備えて、児童・生徒の健

康面とともに学習環境の整備の充実につい

て問う。 

（夏休みが、小学校では12日間、中学校で

は９日間に短縮されるとのことが発表さ

れている。今年の夏は特に暑いと予想さ

れている。体育館での授業や部活動では

スポットクーラーが必要ではないか、特

別教室や多目的ホールでのエアコンの設

置も必要と考える。また、登下校時の対

策も考えているのか。 

 小・中学校の体育館が、災害時の避難所

に指定されているところも多く、体育館

にスポットクーラーの設置が求められる

と考えるが、市長の見解を問う。） 

市長 

部長 

西脇市の独自性、各学校の特徴を生かした

教育活動の展開を！ 

（今回の新型コロナ感染症対策は、各自治

体の力量が問われ、各自治体の求められ

ている姿とともに、あるべき姿を問われ

ているように感じる。 

教育現場においても、新しい発想ととも

に、独自性を生かした取組が求められて

いると考える。西脇市の今後のあるべき

教育を示すときと考えるが、教育長の見

解を問う。） 

教育長 

３ 浅田康子 新型コロナ

ウイルスに

よる市内経

済への影響

と対策につ

いて 

新型コロナウイルスによる市内の経済状況

について 

①現時点での認識（新型コロナウイルス

の影響による市全体の経済に与える影

響）について 

②影響を受けている業種等の把握（地場

産業の状況や新型コロナウイルスの影

響で厳しい状況となっている業種等の

把握）について 

市長 

  



順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

   現状の経済対策の進捗と課題認識について 

①国（持続化給付金）や県（休業補償の

進捗）の状況 

②市の事業継続応援事業の進捗と信用保

証料への補助、飲食店応援やポイント

シール事業の期待する効果について 

③商店街や料飲組合以外の地場産業やも

のづくり企業などへの支援について 

（市や国・県などの補助事業の活用と

商工会議所との連携について）市の考

えを問う。 

 

新たな経済対策について 

①売上が低迷している支援が必要な分野

とそれに対する対策は。 

②インターネットなどデジタル技術を活

用した経済対策について 

（ふるさと納税を活用した市独自の支

援ができるのではないか） 

４ 村井正信 コロナ禍に

よる離職者

を会計年度

職員として

採用するこ

と を 求 め

る。 

離職者を対象にした救済策は。 

（新型コロナウイルス感染症感染拡大に伴

う政府の緊急事態宣言発令の影響で、雇

用情勢が著しく悪化している。 

コロナ禍による解雇・雇い止めや休業者

が大幅に増加している。兵庫県労働局の

相談件数を調べると件数は大幅に増え、

特に緊急事態宣言発令後の相談件数は飛

躍的に増えている。 

 コロナ禍に対する国・県・西脇市の政策

は、主に事業者・国民向け、子育て家庭

に向けた救済策を中心に実施されてきた

が、離職者を対象にした救済策はどのよ

うな事業があるのか。） 

市長 

応募者は何名か。 

（西脇市は、令和３年４月の職員採用で、

就職氷河期世代の方、新型コロナウイル

ス感染症感染拡大の影響で内定取消や就

職活動の再開を余儀なくされた方も受験

可能としている。受付期間は６月12日ま

でとなっているが、応募者は何名か。） 

 

 

 



順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

   会計年度職員として採用を求める。 

（今年の倒産は、新型コロナウイルス感染

症感染拡大の影響で７年ぶりに１万件を

超すとの見通しである。全国の有効求人

倍率は下がり続け、失業者や休業をやむ

なくされている人は増え続けている。今

後はもっと増えると想定されている。 

 西脇市としては、来年４月の職員採用と

は別に、コロナ禍により離職を余儀なく

された人々を救済するため、早急に会計

年度職員として採用することを求める。 

 全ての離職者の採用にはならないが、コ

ロナ禍という特異中でも特異な状況のも

と、市としても、少しでも離職者・失業

者の雇用を行い、社会的役割を果たす必

要があると考える。） 

 

コロナウイ

ルス禍での

避難のあり

方と指定避

難所の感染

症防止対策

について 

西脇市では度重なる水害の被害を受けてき

た。従来、避難所では多くの避難者が同じ

空間にいることができた。しかし、今年、

西脇市が水害等に見舞われた場合、水害と

コロナウイルス感染症との二重災害のリス

クを想定し、その対策が必要となる。 

そこで、自然災害時における避難のあり方

と指定避難所の感染症防止対策について問

う。 

市長 

自然災害による命の危険度合いと感染リス

クの判断基準 

（住民にとっては、避難するか自宅に留ま

るかの判断がしづらい。何らかの判断す

る基準が必要と考える。ガイドラインを

作成する予定はあるのか。） 

災害時における避難行動等、市民への周知

について 

（発熱や咳等の症状が出ているときでも、

自宅が危険な状態にあるときは、どこの

避難所へ行けばよいのか、避難所ごとに

専用の部屋を設けるのか、もしくは専用

の避難所を設けるのか。 

それをどのように市民に周知するのか。） 

 

 

 



順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

   避難所施設の整備と運営方法について 

（・避難者の受入時での検温の実施と問診

票について 

・発熱や咳等の症状が出ている方が避難

所に来られた際の対応について 

・マスク、アルコール消毒、体温計、間

仕切りの確保について 

・３密（密閉、密集、密室）を避ける対

策として、避難所ごとに収容可能人数

を設定すべきでないか。 

その場合の対応策を検討すべき。） 

 

ボランティアの受入について 

（仮に西脇市が多大な被害を受けた場合、

ボランティアの受入について検討してお

く必要性があると考えるが、どのように

対応するのか。） 

地域防災計画の見直し 

（西脇市地域防災計画の令和元年修正版が

出されており、その中に「避難対策の充

実」の項目がある。この時点では新型コ

ロナウイルスが想定されていないため、

地域防災計画の見直しが必要と考える。

市長の考えを問う。） 

５ 坂部武美 プラスチッ

ク製レジ袋

有料化に伴

う市の取組

について 

７月１日からプラスチック製レジ袋が有料

になるが、それに伴う市としての取組は。 

（①なぜ、プラレジ袋有料に伴い、マイバ

ッグを作らないのか。（環境面から） 

②プラレジ袋有料によって、どのくらい

のプラレジ袋が減るのか。 

 ③プラレジ袋をなくすための今後の取組

は。 

 ④海洋プラスチックごみを減らす取組

は。 

 ⑤ごみ減量化に向けて市としての今後の

取組は。） 

市長 

 

 

 

 

 

 

 



順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

６ 近藤文博 新型コロナ

の影響で見

直されるサ

プライチェ

ーンの国内

回帰と感染

症に対して

非常に脆弱

な都市部か

ら地方への

人材の移動

について 

新型コロナによるパンデミックでサプライ

チェーンの見直しによる生産拠点の国内回

帰に対する企業誘致への取組は。 

（国も日本への生産拠点の移転には2,200

億円の補正を組み、兵庫県も県内に生産

拠点を整備する補助金や税軽減支援を増

額して強化を行う補正予算３億 2,600万

円を計上。 

 西脇市としてはこれを機にアフターコロ

ナに向けて企業誘致を検討するチャンス

と考えるが。） 

市長 

同じく新型コロナの影響によるテレワーク

の活用等による働き方変革により都市部か

ら地方への人の流れを取り込む施策を推進

すべきでは。 

（都市部の最大の弱点が感染症に対して非

常に脆弱であると、この新型コロナで証

明され、働き方が変われば今後この人材

の流れは地方都市への移住・定住促進に

つながるのでは。） 

７ 寺北建樹 新型コロナ

ウイルス感

染症後の学

習環境につ

いて 

一斉休校及びその後の分散登校は必要であ

ったのか。 

（結果論であるが、市内において新型コロ

ナ感染症患者は発生しなかった。また、

現在、普通教室で授業を行っていること

から分散登校は必要なかったのではない

か。） 

教育長 

１クラス40人という学級定数の考え方を抜

本的に見直す議論が必要ではないか。 

（新型コロナウイルスによる長期の学校休

業による負の遺産は、長期にわたると考

える。） 

第二波・第三波が想定される中、学童保育

の現状を、どう改善しようと考えているの

か。 

 

 

 

 

 

 

 



順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

  2019 年 度

「人権につ

いての市民

意識調査結

果」につい

て 

有効回収率39.7％をどう評価しているか。 

標本数 2,000人（無作為抽出） 

有効回収数 794 

（50年来の市民を半ば強制参加させている

学習・啓発活動の結果としては、低いの

ではないか。） 

市長 

〇市民一人ひとりの人権意識は、５・６年

前に比べて高くなっているか。 

〇日本の社会には、人権にかかわるいろい

ろな問題がありますが、あなたが特に関

心をお持ちのものをあげてください。 

〇部落差別などの同和問題が生じる原因や

背景としてあなたが一番思い当たるのは

どれですか。 

（上記３問の集計結果をどのように分析し

ているのか。） 

〇たとえば、あなたが結婚しようとする相

手が、同和地区の人であるとわかった場

合、あなたはどうされますか。 

〇たとえば、あなたのお子さんの結婚しよ

うとする相手が同和地区の人であるとわ

かった場合、あなたはどうされますか。 

（上記２問の集計結果において、肯定的な

回答の割合が40～49歳が２問目は最低、

１問目は70歳～に次いで低いことをどの

ように分析しているのか。） 

 


